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中標津町
「パートナーシップで進めるまちづくり」

基本ルールのイメージ

 

今までの振り返り（今までの資料から）

①パートナーシップとは

　　一般的には「相互理解による良好な協力関係」と
いう意味。

②では、誰と誰がパートナーか？

　行政と町民＋

　　　地域やまちづくりに関係する団体や企業
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今までの振り返り（今までの資料から）

③なぜ、パートナーシップを考えるのか？

＜行政からみた必要性＞
• いろいろな価値観やライフスタイルを持つ人々が、自分
の必要に見合ったきめ細やかな公共サービスを求める時
代になった。

• 行政サービスは住民に対する公平と公正が原則であり、
きめ細やかなサービス対応には答えられない。

• 第３セクターや民間委託などにより、民間資源を行政サ
ービスに取り入れてきたが、行政主導のサービス提供で
「行政の指示」という形だった。

• 行政の財政状況は下降気味で、行政サービスは縮小傾向
にある。

今までの振り返り（今までの資料から）

③なぜ、パートナーシップを考えるのか？

＜町民からみた必要性＞
• 地域の活力を増すプラス思考の改革が必要となった。
• 地域の課題解決に、実効性が高いサービスを可能にする。
• 縦の関係から横の関係を築いて、より住みやすい中標津を
創るため。

• 地域コミュニティから、楽しく活気のある暮らしを実現す
る。

• 安心して暮らせる、共に支えあう生活を実現するため。
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今までの振り返り（今までの資料から）

④そのためには、どのようなサービスが？

　　　　　　　　どのくらい必要か？

　パートナーシップをつくるための仕組みと

　基本ルールを考えるのが

　「まちづくり町民会議」

今までの振り返り（今までの町民会議から）

①グループワークで「パートナーシップで進んでいるな」と思う状態
はどういう状態かを、ラベルに書き出してもらった。

②ラベルをグループ分けしてもらい、キーワードになる言葉を優先順
位順に書き出してもらった。

③情報を共有するためにグループ毎に発表した。

④出てきたキーワードとラベルを、大まかなカテゴリー別に分け、整
理した。
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今までの振り返り（今までの町民会議から）

主に行政の課題 主に町民の課題相互理解のための課題

行政のシステム
の課題

職員の意識改革・
人材育成

情報共有について

対等な関係を築ける場づくり

目的の共有
個別課題の対応のために

町民の自主性・人材育成

実行性・自発性の必要性

地域内の交流

さまざまな組織の課題

つなぐもの

基本ルールのイメージは？

相互理解のための３つの課題に対して

• ルールを作成するにあたり、それぞれの解決策や理
想の仕組みを文章化する必要がある。

• そのために、グループワークでルール案の素案を話
し合ってもらっている。

　まずは、①情報共有について

　その後、②対等な関係を築ける場づくり

　さらに、③個別課題の対応に向けて
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グループワークの後は？

• ３つの課題毎に部会を作り、ルール案を話し合い、
文章化していく作業へ入る。

• 「パートナーシップとは？」というような基本的な
事柄については、骨組みを事務局から提案し、全体
会議もしくは部会で話し合ってもらう。

グループワークの後は？

• 基本ルールの全体作成へ向けて、合体！修正！素案の完成。
• 他の町民の意見を聞くために、パブリックコメントを行なう。
• その後、さらに修正。出来上がり！！
• 町民の方への報告会としてフォーラムの開催。
• 町長へ提出、報告。
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基本ルールを作った後は？

• こんなに話し合って、基本ルールを作
って、その後はどうなるの？素朴な疑
問が起こる・・・・　　　　　　　　

• 誰が、何をやるの？
• 誰が、どう実行するの？　

中標津町のパートナーシップの
本当のスタートは、
そこからではないか？

基本ルールを作った後は？

• 誰が、何をやるの？
• 誰が、どう実行するの？
• それも含めて、ルール化することも可能。

その課題もイメージして、
話し合うことが必要

基本ルール完成まで
がんばろう！


